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vol.
「Ｉｎａｊｉｎ」の
発行・配布が変わりました

重要なお知らせ

　同窓会会報誌「Inajin」は、これまで年２回の発行（春号
は在校生のみ配布、秋号を会員に送付）としておりました。
諸般の事情から年１回の発行、全同窓会員（卒業生全期）
向けに配布となりました。
　これに伴い、卒業後10年を経過した方にご案内さしあげ
ていた「定期購読制度」が廃止となりました。これまで、定
期購読を希望され、会費（6,000円）をお支払いいただいた
方には全額返金いたしております。
　返金に関しましては、お振込みで対応させていただきま
す。確認もれを防ぐため、お手数ですが下記アドレスまで
氏名、電話番号、住所を明記の上、振込先をお知らせくださ
い。ご不明な点やご質問がある方は、メールまたは右のは
がきにてご連絡ください。担当者より折り返し御返事させ
ていただきます。なお、同窓会の活動に賛同くださり、会費
をご寄付いただける方は、その旨ご連絡ください。

keizoku@inagakuen.on.arena.ne.jp
会員名簿担当　浜野絢也

　「同窓会からのお知らせ」には、総会承認前の情報が含
まれている場合があります。予算や組織図など、年度初めの
４月に変更があったものは９月の総会で承認を得ることに
なるためです。暫定的とはいえ、四役会および理事会では
承認作業を随時行っておりますので、ご理解ください。
　詳細につきましては、同窓会までお問い合わせください。

伊奈学園同窓会 30 周年を記念した一大イベント、「大人
のいなほ祭」がついに本格始動！ 実行委員や出演・出
展者も大募集いたします。詳細はＰ.５をご覧ください。

上記に関するお問い合わせは  ina-doso@inagakuen.on.arena.ne.jp  まで

いなほ基金設立のお知らせ（寄付のお願い）
伊奈学園の部活動、催事等において伊奈学園OB-OGからの寄付を取りまとめるために
 「いなほ基金」を設立しました。皆さんの温かいご支援をお願いいたします。
用　　　途：この基金は伊奈学園の部活動、催事等において同窓生からの金銭的支援に

のみ使用されるもので同窓会活動に使用されるものではありません。
寄　付　金：一口5,000円とし口数の制限はありません。
寄 付 方 法：下記口座に直接振り込み（手数料は送金者負担）をお願いいたします。
振　込　先：埼玉りそな銀行　さいたま新都心支店　普通預金 0198363

伊奈学園同窓会　いなほ基金　会長　村松 猛
基金の執行：四役会、理事会において寄付先、金額を適正に協議し執行します。

本 誌 記 載 に 関 する お 知 らせ

諸注意
・この基金は伊奈学園全般を対象とし執行され
ますので、特定の部活動、事業に対して寄付
をすることを希望される場合は、その部活動、
事業の担当者様と直接やりとりをしていただ
くことになります。
・寄付執行の際、寄付していただいた方の氏名
等の情報は伊奈学園に提供されません。
・一旦いただいた寄付金に関しては理由を問わ
ず返金いたしません。
・同窓会ウェブサイトのいなほ基金規定も合わ
せてご覧ください。
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同窓会30周年記念事業が始動！

STAFF



村
松 

猛 

【
4
期
1
B・
理
数
】

同
窓
会
会
長
挨
拶

そ
し
て
、想
い
は
引
き
継
が
れ
る

埼玉県立伊奈学園総合高等学校
同窓会会報誌　vol.37　2015

同窓会会長挨拶………01
Inajinスタッフ募集………02
Inajin SPECIAL INTERVIEW………03
菊地俊介さん
特集／同窓会創立30周年記念事業………05
やろうぜ！大人のいなほ祭
みんなの投稿コーナー
つぶやき掲示板………06
おしごと探訪／テレビプロデューサー………07
高石明彦さん

伊奈人だより………07
進学先情報／法政大学　柴宮史佳さん

海外リレーリポート
Inajinからの手紙・スイス………08
オメガトライブのエンタメレポート………08
横島加奈さん

伊奈偉人伝………09
伝説の吹奏楽部１期生が登場！
追悼ページ………10
TOPICS………11
同窓会からのお知らせ………12
重要なお知らせ………15

制作スタッフ募集中！！
　皆さんにご覧いただいている『Inajin』は、プ
ロとして活躍中の卒業生がチームを組んで製作し
ています。同窓会では製作に関わってくださる方
を随時募集しています。
　作業費・制作費は支給があり、ボランティアで
はありません。具体的な内容は、年に１回発行さ
れる同窓会会報誌『Inajin』の製作全般です。
　編集、ライター、デザイナー、カメラマンのほか、
印刷、編プロ、DTP オペレーターも強化したい
ところです。同窓生の中で、これらのお仕事をさ
れている方がいらっしゃいましたら、ぜひご一報
ください。詳細は、同窓会ウェブサイトにも掲載
されています。

表紙 菊地俊介さん
 【24期3J・体育】
撮影 清水啓介
 【15期2L・人文】
タイトルロゴデザイン
  町田えり子
 【7期5C・芸術（美術）】

※伊奈学園同窓会は特定の政治および宗教団体への関与は一切ありません。

Announce

　
こ
の
度
、同
窓
会
会
長
を
退
任
す
る
に
当
た
り
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　
二
〇
一
〇
年
よ
り
三
年
間
、副
会
長
と
し
て
同
窓
会
役
員
と
な
り

名
簿
維
持
管
理
委
員
長
を
兼
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、そ
の

業
務
は
結
構
地
味
で
根
気
が
い
る
作
業
が
多
い
う
え
、大
切
な
個
人

情
報
を
扱
う
の
で
緊
張
感
も
あ
り
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、二
〇
一
三
年
に
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
年

が
、ち
ょ
う
ど
母
校
の
三
〇
周
年
記
念
事
業
で
し
た
。 

当
日
は
会

場
の
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
わ
け
で
す

が
、二
年
前
か
ら
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、学
校
事
務
局
・
教
員

の
方
々
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
の
方
々
と
の
交
流
の
機
会
も
増
え
て

私
は
本
当
に
つ
い
て
い
る
と
感
じ
皆
様
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
評
議
員
と
し
て
会
議
や
懇
話
会
へ
の
参
加
や
、学

校
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
貴
重
な
経
験
と
な
り
、

微
力
な
が
ら
母
校
に
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
自
分
自
身

の
成
長
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
ラ
ッ
キ
ー
な
事
に
と
て
も
優
秀
な
役
員
に
支
え
ら
れ
、今

後
同
窓
会
が
発
展
し
て
い
く
に
あ
た
り
明
確
で
あ
っ
た
、運
営
に

お
い
て
重
要
な
基
礎
の
再
構
築
を
同
窓
会
の
目
的
で
あ
る「
会
員

相
互
の
親
睦
と
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」に
の
っ
と
り
、

一
つ
ず
つ
実
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
課
題
で
あ
っ
た
、こ
の
会
の
会
則
を
古
く
か
ら
同
窓
会

に
関
わ
る
方
と
優
秀
な
人
材
を
選
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、会
則
改

正
検
討
委
員
会
を
設
置
し
時
代
に
あ
っ
た
新
し
い
会
則
改
正
案

を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、細
か
い
部
分
で
会
の
運
営
側
と
し
て
交
通
費
支
給
規

定
や
年
次
活
動
推
進
制
度
の
補
助
金
利
用
見
直
し
、ま
た
学
校
向

け
の
部
活
動
支
援
費
用
の
申
請
方
法
に
つ
い
て
も
見
直
し
ま
し

た
。 

そ
し
て
内
規
な
ど
も
整
え
て
参
り
ま
し
た
が
、現
在
も
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、各
担
当
委
員
長
が
中
心
と
な
り

よ
り
良
い
同
窓
会
と
な
る
よ
う
常
に
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、親
睦
の
部
分
で
は
前
会
長
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た

「
交
流
す
る
同
窓
会
」を
引
き
継
ぎ「
い
な
じ
ん
た
ま
り
B
ａ
ｒ
」

な
ど
、ゆ
る
い
イ
ベ
ン
ト
を
各
地
で
開
催
し
、同
窓
会
へ
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
来
ま
し
た
。 「
先
輩
と

夢
を
か
た
ろ
う
」で
は
学
校
の
廊
下
で
ビ
ラ
配
り
を
す
る
な
ど
同

窓
会
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
新
し
い
試
み
も
し
て
み
ま
し
た
。 

三
期
合
同
で
開
催
し
て
い
た「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
テ
ィ
ー
」は
、

一
旦
仕
切
り
直
し
今
年
は
単
独
、十
九
期
生
の
み
対
象
で
十
月
十

七
日
に
東
天
紅
に
て
開
催
予
定
で
す
。

　
そ
し
て
二
〇
一
七
年
十
月
開
催
予
定
、同
窓
会
初
の
周
年
行
事

で
あ
る
同
窓
会
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
、通
称「
大
人
の
い
な

ほ
祭
」を
計
画
中
で
す
。

　
開
催
時
に
は
会
長
と
い
う
立
場
で
な
く
と
も
、こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
責
任
を
持
っ
て
成
し
遂
げ
ま
す
。 
実
行
委
員
は
随
時
募
集
中

で
す
の
で
遠
慮
し
な
い
で
申
し
出
て
下
さ
い
！ 

現
在
約
二
万
七

〇
〇
〇
名
の
卒
業
生
が
働
き
盛
り
の
四
七
才
ま
で
に
凝
縮
し
て

私
た
ち
の
生
活
圏
内
に
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、実
は
大
変
お
も
し

ろ
い
事
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 「
自
彊
創
生
」の
校
訓
の
も

と
学
び
、世
に
送
り
出
さ
れ
た
多
く
の
卒
業
生
が
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
？ 

一
目
瞭
然
、リ
ア
ル
に
交
流
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
す
の
で
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
今
ま
で
私
を
支
え
て
く
れ
た
執
行
部
の

皆
様
、理
事
の
方
々
を
は
じ
め
す
べ
て
の
卒
業
生
と
関
係
者
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

今
後
と
も
伊
奈
学
園
同
窓
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

02  Inajin Inajin  01



湘
南
の
地
で
躍
動
す
る
、 

１
人
の
伊
奈
学
園
卒
業
生

あ
る
日
の
Ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ 

Ｂ
Ｍ
Ｗ 

ス
タ

ジ
ア
ム
平
塚
。
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｄ
Ｊ
と
共
に
心

を
１
つ
に
し
、
満
員
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
名
前

を
コ
ー
ル
す
る
。

ス
タ
ジ
ア
ム
Ｄ
Ｊ
『
躍ム

ー
ビ
ン
グ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

動
指
揮
、
Ｎ
ｏ
2 

菊
地
！
』
サ
ポ
ー
タ
ー
『
俊
介
！
』

彼
こ
そ
、
明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ
湘

南
ベ
ル
マ
ー
レ
で
２
年
目
を
迎
え
て
い
る
24

期
生
、
菊
地
俊
介
さ
ん
で
あ
る
。

攻
守
両
面
で
顔
を
出
し
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

＂ボ
ラ
ン
チ（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
舵
取
り
と
い

う
意
味
を
持
つ
）

＂

と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、

１
年
目
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
獲
得
。
勝
利
の

た
め
に
闘
志
む
き
出
し
に
相
手
選
手
に
立
ち

向
か
い
、
素
早
い
判
断
で
ボ
ー
ル
を
前
線
へ

運
ぶ
姿
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

90
分
走
り
抜
く
運
動
量
・
サ
ッ
カ
ー
に
対

す
る
経
験
知
識
・
そ
の
場
そ
の
場
の
判
断
力

が
求
め
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
チ
。
い
か
に
し
て
こ

の
地
位
を
確
立
し
、
そ
の
先
に
何
を
見
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

高
校
時
代
の
目
標
を
、
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
出
場
と
話
し
て
く
れ
た
菊
地
さ

ん
。
得
点
に
繋
が
る
パ
ス
を
出
す
、
ト
ッ
プ

下
（
攻
撃
的
な
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
）
と
し

て
３
年
間
プ
レ
ー
。
自
ら
積
極
的
に
チ
ー
ム

を
引
っ
張
り
、
毎
日
夜
遅
く
ま
で
練
習
し
た

が
、最
高
成
績
は
新
人
戦
の
県
３
位
だ
っ
た
。

「
悔
し
か
っ
た
で
す
ね
」
当
時
を
振
り
返

る
と
、
こ
の
一
言
し
か
な
い
と
い
う
。

中
学
の
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
の
入
部
が
多

か
っ
た
当
時
、
菊
地
さ
ん
は
地
元
Ｊ
リ
ー
グ

チ
ー
ム
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
ジ
ュ
ニ
ア

ユ
ー
ス
（
Ｕ
15
）
か
ら
ユ
ー
ス
（
Ｕ
18
）
へ

上
が
る
の
を
自
ら
の
判
断
で
辞
退
し
、
伊
奈

学
園
へ
や
っ
て
き
た
。
他
の
選
手
と
は
違
う

厳
し
い
環
境
に
身
を
置
い
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
人
一
倍
全
国
へ
の
想
い
は
強
か
っ
た
。

ま
た
高
校
選
択
の
際
に
、
学
業
を
含
め
た

学
校
生
活
も
重
視
し
た
と
い
う
菊
地
さ
ん
。

2
歳
上
の
兄
（
22
期
生
・
菊
地
亮
介
さ
ん
）

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
伊
奈
学
園
を

選
ん
だ
。
部
活
動
以
外
の
思
い
出
は
？
と
の

問
い
に
は
表
情
を
一
変
。
白
い
歯
を
見
せ
、

23
歳
の
優
し
い
青
年
の
顔
に
な
る
。

へ
。
ま
た
こ
の
３
人
と
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
た

い
と
い
う
思
い
と
、
教
職
員
免
許
取
得
を
目

指
し
て
の
選
択
だ
っ
た
。
部
員
数
２
０
０
人

以
上
。
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
で
の
入
部
者
が
多
い

中
、
菊
地
さ
ん
は
一
般
試
験
で
の
進
学
。
は

じ
め
は
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
は
な
か
っ
た
。
１

つ
１
つ
自
身
で
課
題
を
見
つ
け
成
長
出
来
た

の
は
、
周
り
の
大
学
生
に
流
さ
れ
ず
、
真
剣

に
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組
む
先
輩
達
に
出
会
え

た
影
響
が
大
き
い
と
い
う
。

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
上
が
り
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を

つ
か
ん
だ
の
は
大
学
２
年
生
。
こ
の
時
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
（
守
備
中
心

の
選
手
）。
後
方
か
ら
攻
撃
の
起
点
と
な
り
、

前
線
へ
パ
ス
を
出
す
。
高
校
時
代
の
持
ち
味

が
活
か
さ
せ
た
＂攻
め＂

の
コ
ン
バ
ー
ト
だ
っ

た
。
こ
の
コ
ン
バ
ー
ト
と
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
菊
地
俊
介
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
当

時
を
振
り
返
っ
て
く
れ
た
。

「
上
（
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
）
で
実
際
に
プ
レ
ー

し
て
み
て
、
ま
ず
＂や
れ
る
な＂

と
い
う
手
応

最
後
に
、
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
今
後

の
目
標
を
聞
い
た
。

「
ど
ん
な
職
業
で
も
そ
う
で
す
が
、
日
々

の
努
力
が
夢
を
叶
え
る
第
一
歩
だ
と
思
い
ま

す
。
練
習
は
嘘
を
つ
き
ま
せ
ん
。
是
非
試
合

を
観
に
き
て
頂
い
て
、
少
し
で
も
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
僕
に
は
ま
だ
次
の

夢
が
あ
り
ま
す
。
関
わ
っ
て
く
れ
た
全
て
の

方
々
へ
の
恩
返
し
の
た
め
に
１
日
１
日
を
大

事
に
過
ご
し
て
い
き
ま
す
」

『
そ
れ
（
次
の
夢
）
は
青
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
（
日
本
代
表
）
で
す
か
？
』
の
問
い
に
、

少
し
間
を
置
き
「
そ
う
で
す
ね
」
と
答
え
て

く
れ
た
。
ま
っ
す
ぐ
な
眼
差
し
で
真
摯
に
答

え
て
く
れ
た
＂プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
菊
地
俊
介＂

の
姿
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

湘
南
の
躍ム

ー
ビ
ン
グ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

動
指
揮
か
ら
日
本
の
躍

ム
ー
ビ
ン
グ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

動
指
揮

へ
。
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
菊
地
俊
介
選
手
の
挑

戦
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

Inajin
SPECIAL
INTERVIEW
清水啓介＝写真・文
photographs & text by  Keisuke Shimizu強

い
眼
差
し・熱
い
想
い
…

全
て
は
恩
返
し
の
た
め
に

菊
地  

俊
介
さ
ん
［
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
］

Shunsuke
Kikuchi

P R O F I L E

菊地 俊介（きくち しゅんすけ）
【24期 3Ｊ・体育】
１９９１年１０月４日生まれ。兄・亮
介さん（２２期）の影響でサッカー
と出会い、中学時代は大宮アル
ディージャジュニアユースでプレー。
伊奈学園卒業後は日本体育大学
体育学部へ。１４年シーズンより湘
南ベルマーレでプレー。
※湘南ベルマーレの 2015年シー
ズン2ndステージのホーム試合日
程をP6 に掲載しています。

え
を
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
年
、
プ
ロ

に
行
っ
た
岩
尾
憲
先
輩（
現
Ｊ
2
水
戸
所
属
）

の
練
習
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
て
、
高
校
で

全
国
の
実
績
が
な
い
僕
で
も
、
努
力
し
続
け

れ
ば
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

る
様
に
な
り
ま
し
た
」

こ
の
努
力
の
結
果
、
大
学
３
年
時
に
大
学

選
抜
、４
年
時
に
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日
本

代
表
に
選
ば
れ
、
２
０
１
４
年
シ
ー
ズ
ン
よ

り
晴
れ
て
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
一
員
と
な
る
。

次
の
夢
に
向
か
っ
て

高
校
で
の
２
つ
の
３
位
と
い
う
経
験
。
大

学
で
の
出
会
い
・
日
々
の
努
力
か
ら
つ
か
み

取
っ
た
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日
本
代
表
。
こ

の
２
つ
に
共
通
す
る
の
は
常
に
自
分
か
ら
動

き
判
断
す
る
姿
勢
と
、
周
り
に
流
さ
れ
ず
持

続
さ
せ
る
強
い
心
。
今
ま
で
培
っ
て
き
た
人

生
経
験
を
ボ
ラ
ン
チ
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

表
現
し
、
輝
き
続
け
る
菊
地
さ
ん
。

「
僕
の
ク
ラ
ス（
３

Ｊ
）
は
、
運
動
が
あ

ま
り
得
意
で
は
な
い

ク
ラ
ス
で
し
た
が
、

３
年
時
の
体
育
祭
で

は
学
年
で
３
位
に
な

り
ま
し
た
。
体
育
委

員
と
し
て
表
彰
台
に

上
が
れ
た
事
は
本
当

に
嬉
し
い
思
い
出
で

す
」
充
実
し
た
笑
顔

が
そ
こ
に
は
あ
っ

た
。大

学
は
サ
ッ
カ
ー

部
の
同
窓
生
３
人
と

共
に
日
本
体
育
大
学
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同窓会初の一大イベントが本格始動！ 
伊奈学の卒業生らしく、伊奈学魂が呼び起されるような“祭”を開催します。

具体的なプログラムはこれから詰めていく段階です。
内容は皆さんの力とアイデアで無限大！ ぜひご参加ください！！

idea.2
製作物・芸術品の展示！
和室や茶室、料理研究室、トレーニング
室など 30 か所の部屋が自由自在に。

参加者大募集中！
来る 2016 年 10 月 2 日（土）に開催予定の「同窓会 30 周年記念事業」に向け、

「実行委員会」が発足しました。同窓会創立以来初の全体イベントを成功させる
には皆さんの力が必要です！　裏方の実行委員はもちろん、出演・出展などでご
協力いただける方も大募集中。会場として、けんかつ（埼玉県県民活動総合セ
ンター）の研修棟を丸ごと貸し切りますので、皆さんのアイデアしだいでさまざ
まな催しが可能です。いなほ祭を思い出して 1 日だけ学生に戻ってみませんか？

開催日：2016 年10月2日（土） ［予定］
会　場：埼玉県県民活動総合センター（通称：けんかつ） 

伊奈学園からのお知らせ
伊奈学園では高等学校の体験入学や学校説明会を開催してい
ます。平成 27 年度は秋以降に下記の通り予定されています。

体験入学［学系別に実際の授業・実技・演習を体験］

人文 10 月17 日（土）

理数 10 月17 日（土）

語学（英独仏中） ９月12 日（土）・10 月 24 日（土）

スポーツ科学 ９月 26 日（土）・10 月10 日（土）

生活科学 10 月 24 日（土）

情報経営 10 月17 日（土）

芸術（書道） 11 月７日（土）・12 月５日（土）・１月 30 日（土）

芸術（美術） 10 月17 日（土）・11 月 21日（土）・
12 月５日（土）・１月 30 日（土）

芸術（工芸） 11 月14 日（土）

芸術（音楽） ９月 26 日（土）・11 月７日（土）・ 
12 月５日（土）・１月 30 日（土）

学校説明会［全体説明、学系説明、入試制度、施設見学、個別相談］

11月７日（土）・21日（土）、12月５日（土）

公開授業（事前申し込み不要）

10月３日（土）  10時 45分 ～12 時45分
※受け付けは 10時 30 分 ～12 時15分まで

詳細は伊奈学園ウェブサイトをご参照ください。

久々に伊奈学に関われるのが楽しみです！
（富田 拓磨【７期２Ｂ／ハンドボール部】）

卒業生・在校生みんなが楽しめるイベントに 
したいと思います。（濱野 拓也【24 期３Ｋ／水泳部】）

伊奈学を通して日本を面白い国にしていくために
頑張ります！（斉藤 淳【26 期６Ｆ／サッカー部】）

同窓会は若い力を必要としています。一緒に 
やりませんか？（森下 凌介【24 期４Ｉ／ハウス会】）

楽しいイベントにするのはもちろん！ 
準備委員会も楽しく！

（金田 賢伊知【３期５Ｉ／ハンドボール部】）

いなほ祭の感動を再び !! 
３万人の想いが詰まった最高の１日に！

（佐野 大輔【14 期２Ｇ／軟式野球部】）

告！ 應援團リーダー部、応援部ブラスバンド、 
チアリーディング部、ＯＢ・ＯＧ全員集合！
（石原 弘【８期３Ｅ／応援部ブラスバンド】）

伊奈学生で良かった！ と思えるイベントを 
目指しまっする♥（齋藤 敏明【７期２Ａ】）

idea.3
集会所・研修室などで！
各種コンサルタントさんの特別セミナー、
独自の活動報告などの講演会。

idea.4
屋外ブースで！
エントランスで飲食・物品販売。
飲食店経営の方の出店も大歓迎。

idea.1
体育館・グランドで！
親善試合、招待試合のほか、
OB・OG でチームを組んで世代対決も。

idea.5
ホール・ 
ステージで！
記念式典やアトラク
ションも可能。
大きな会場で
お芝居や
演奏なども。

卒業生・来場者すべての方が 
「伊奈学っていいな」と思えるように！
（菅原 美咲【25 期２Ｄ／学園祭実行委員】）

楽にいきましょー。
（田中 喬祐【26 期６Ｆ／バスケットボール部】）

伊奈学園  中学生のみなさんへ 検索

実行委員会よりメッセージ

ina-doso@inagakuen.on.arena.ne.jp

www.facebook.com/groups/1598657197073645/

こんなことが 
できちゃいます！

たとえば

やろうぜ！

初イベント！
全期対象の

湘南ベルマーレ ホーム試合日程
今号インタビューページに登場していただいた菊地俊介さん
が所属する J1 湘南ベルマーレの 2015 年シーズン後半戦
のホーム日程です。サッカー観戦が初めての方も、この機会
にぜひスタジアムに行ってみませんか？

節 日付 時間 対戦相手

第1節 7月 11日（土） 18:00 名古屋グランパス

第3節 7月 19日（日） 19:00 ヴァンフォーレ甲府

第5節 7月 29日（水） 19:00 柏レイソル

第8節 8月 22日（土） 19:00 川崎フロンターレ

第10節 9月 12日（土） 19:00 松本山雅 FC

第12節 9月 26日（土） 15:00 横浜 F・マリノス

第13節 10月 3日（土） 16:00 モンテディオ山形

第15節 10月 24日（土） 14:00 鹿島アントラーズ

会場：Shonan BMW スタジアム
詳細は湘南ベルマーレ公式ウェブサイトでチェック！！
http://www.bellmare.co.jp/
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NEXT STAGE

28期5A・語学系／英語部
高校時代はEnglish Lunchへ
の参加、英語部でディベートを
学ぶなど英語漬けの日々を過
ごす傍ら、子ども国会の実行委
員としても活動する。ゆったり
としたキャンパスの雰囲気が自
分に合っていると感じ、法政大
学経営学部に進学。

たかいし あきひこ

お仕事ＤＡＴＡ

グローバルな視点
から経営を学ぶ

　
経
営
学
部
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、経

営
戦
略
論
、会
計
学
な
ど
経
営
と
い
う
広

い
テ
ー
マ
の
下
、た
く
さ
ん
の
専
門
分
野

を
学
び
ま
す
が
、私
は
ま
だ
２
年
生
な
の

で
、今
は
基
礎
的
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。

　
大
学
生
活
で
は
課
外
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。１
つ
目
は
子
ど
も
国
会

と
い
う
学
生
団
体
、２
つ
目
は
法
政
英
語

研
究
会
と
い
う
公
認
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

子
ど
も
国
会
で
は
実
行
委
員
会
の
代
表

と
し
て
、中
高
生
を
対
象
と
し
た
討
論
会

を
開
催
し
、社
会
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
英
語
研
究
会
で
は
、Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｙ 

Ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
ｉ
ｎ
i
n
g 

Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｕ
ｓ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ（
Ｐ
Ｄ
Ｄ：
政
策
決
定
会
議
）と
い
う
競

技
性
の
あ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
練
習

や
試
合
で
日
々
英
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
ゼ
ミ
に
入
り
、も
っ
と
経
営
学

の
真
髄
に
近
づ
け
る
よ
う
な
勉
学
を
し
、

サ
ー
ク
ル
で
も
良
い
結
果
を
残
し
て
い
け

る
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

2014年10月に国立オリンピック記念青少年
総合センターで行った『子ども国会活動報告
会』の様子

柴宮 史佳さん 2013年度卒業

PDDディスカッションの様子

しばみや ふみか

　
２
０
１
２
年
７
月
の
グ
ル
ー
プ
結
成
・

始
動
か
ら
３
周
年
。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、６
人
組
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
、Ｃ
ｈ
ｕ

｜

Ｚ（
チ
ュ
ー
ズ
）

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
横
島 

加
奈（
芸
名
：
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
）さ
ん
。

　
昨
年
７
月
に
ア
ル
バ
ム『
Ｃ
ｈ
ｕ

｜

Ｚ  

Ｍｙ 

Ｍｕｓ
ｉｃ
』で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
、今
年
２
月
に
リ
リ
ー
ス
し
た

セ
カ
ン
ド
シ
ン
グ
ル『
花
の
ア
ー
チ
／
Ｂ

ｒａｎ
ｄ 

Ｂｏｙ
』で
は
、オ
リ
コ
ン・ウ
ィ

ー
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
５
位
に
ラ
ン
キ
ン

グ
す
る
な
ど
、ア
イ
ド
ル
戦
国
時
代
の

昨
今
に
お
い
て
ブ
レ
イ
ク
中
の
注
目
株

だ
。

　
昨
年
１０
月
に
行
わ
れ
た
日
本
政
府

主
導
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト『
第
１１
回
東

京
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
』

（
於
：
Ｚ
ｅ
ｐ
ｐ 

Ｄ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
）の
ス
テ
ー
ジ
で
も
、日
本

を
代
表
す
る
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、堂
々
と
キ
レ
の
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

横島 加奈（芸名：ＫＡＮＡ）

26期6Ｈ・語学系（英語）

在学中はダンス同好会に所属
公式ＨＰ  http://www.chu-z.com/

を
披
露
し
て
い
た
。

　
そ
ん
な
彼
女
た
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
の
は
、な
ん
と
あ
の
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
Ｐ
ａ
ｎ
ｉ
Ｃ
ｒ

ｅ
ｗ
の
メ
ン
バ
ー
、佐
々
木
洋
平
氏
。

彼
女
た
ち
が
所
属
す
る
芸
能
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
、株
式
会
社
グ
ッ
ド
チ
ョ

イ
ス
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
代
表

取
締
役
も
務
め
る
。

　
結
成
４
年
目
に
入
っ
た
Ｃ
ｈ
ｕ

｜

Ｚ
、そ
し
て
母
校
出
身
の
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ

（
横
島
）さ
ん
の
活
躍
に
、今
後
も
目

が
離
せ
な
い
。

エンタメ

横
島
加
奈 

さ
ん

オメガトライブの

レポート

Ｖｏｌ．4

覆面記者オメガトライブ（８期１Ｅ）／音大から大学院修士課程を経て、
現在は某音楽団体勤務。エンターテインメント業界で活躍する卒業生を
応援しながらレポートします！
アーティスト情報も募集していますので、同窓会会報誌製作委員までお知らせください。

Ｃｈｕ－Ｚ（チューズ）

　
現
在
、
家
族
と
と

も
に
ス
イ
ス
に
住
ん

で
い
ま
す
。
ス
イ
ス

と
い
え
ば
高
い
山
々

が
連
な
る
美
し
い
景

色
、
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン

デ
ュ
ー
な
ど
の
郷
土

料
理
な
ど
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。

　
実
際
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
世
界
に

名
だ
た
る
有
数
の
金

融
立
国
で
あ
り
、
製

薬
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
な
ど
高
付
加

価
値
産
業
を
生
み
出

す
先
進
国
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
為
か
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
た
住
み
や
す
い
国
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
そ

れ
と
同
時
に
非
常
に
物
価
が
高

い
の
が
ネ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
す

が
）。

　
公
用
語
も
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ

ン
ス
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・
ロ
マ

ン
シ
ュ
語
の
４
か
国
語
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
多
文
化

的
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
に
位

置
す
る
こ
と
か
ら
、
色
々
な
国

に
行
き
や
す
く
、
観
光
に
は

も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
す
。
短

い
期
間
で
す
が
、
目
い
っ
ぱ
い

ス
イ
ス
の
生
活
を
楽
し
も
う
と

思
い
ま
す
。

高江洲 亮【たかえすりょう】
5期2G・人文系／ハウス会所属

大学卒業後、海外留学および日本での会
社勤務を経て、2年ほど前から仕事の関
係で家族と共にスイスのバーゼルに期間
限定で赴任中。一児の父親。

from

スイスＩｎａｊｉｎからの手紙③

海外に暮らす

おしごと探訪

学生時代に培った人間力で
従来にないドラマをつくる

テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
を
支
え
る

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的
存
在

高
石 

明
彦
さ
ん

８
期
・
商
業
系
／

硬
式
野
球
部高校では硬式野球部、中央大学では軟式野球部に所属し、野球三昧の学生生活

を過ごす。就職活動時にドラマ制作に携わりたいと志し、株式会社ザ・ワークスに
入社。アシスタントからディレクターを経て、テレビプロデューサーに。現在は株式
会社The  icon取締役として、「不便な便利屋」（DVD/Blu-ray発売中）など数多
くのドラマを手がける。株式会社The icon⇒http://www.the-icon.co.jp/

就活

一連の番組制作に対して、いかに効率よく行ってい
くかを現場スタッフと相談しながら進めていく。実際

自分のつくりたい番組を明確にもって、それをいかに
他人にわかりやすく伝えていくかということが大事。心得

　
テ
レ
ビ
局
に
は
N
H
K
お
よ
び
民
放
の

キ
ー
局
と
地
方
局
、そ
れ
に
衛
星
放
送
や

C
A
T
V
と
い
っ
た
新
興
の
テ
レ
ビ
局
が

4
0
0
以
上
あ
る
。そ
の
番
組
制
作
を
支

え
て
い
る
の
は
制
作
会
社
だ
。高
石
さ
ん

が
勤
め
る
T
h
e 

i
c
o
n
は
、ド
ラ
マ

番
組
を
主
に
制
作
し
て
い
る
会
社
で
、企

画
立
案
か
ら
、キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
、撮
影
準

備
、編
集
作
業
と
一
連
の
番
組
制
作
に
携

わ
っ
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、一
連
の
番

組
制
作
を
統
括
す
る
責
任
者
だ
。テ
レ
ビ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
一
歩
離
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
現
場
を
見
て
、進
行
状
況
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
な
く
、制
作
費
の

管
理
も
行
う
。決
め
ら
れ
た
制
作
費
で
い

か
に
テ
レ
ビ
局
や
視
聴
者
に
対
し
て
、満

足
し
た
番
組
を
つ
く
っ
て
い
く
か
が
問
わ

れ
る
た
め
、バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
非
常
に
求

め
ら
れ
る
仕
事
で
あ

る
。

　
そ
の
バ
ラ
ン
ス
感

覚
を
養
っ
た
の
は
、

高
校
の
硬
式
野
球
部

で
あ
る
。中
学
ま
で

は
野
球
部
の
キ
ャ
プ

テ
ン
で
あ
っ
た
高
石

さ
ん
が
硬
式
野
球
部
に
入
っ
た
と
き
、同

じ
経
歴
の
人
が
数
多
く
い
た
た
め
、さ
ま

ざ
ま
な
価
値
観
の
違
い
が
あ
っ
た
。そ
こ

で
自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、そ

れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
あ
る
こ
と

を
学
ん
だ
。学
生
時
代
に
切
磋
琢
磨
し
た

経
験
は
、現
場
ス
タ
ッ
フ
や
出
演
者
と
の

信
頼
関
係
の
構
築
に
も
生
か
さ
れ
て
い

る
。

「
完
成
し
た
番
組
の
最
後
に
流
れ
る
ク

レ
ジ
ッ
ト
で
自
分
の
名
前
が
出
た
と
き
、

家
族
に
残
せ
る
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
実

感
が
湧
い
て
き
ま
す
」と
愛
妻
家
の
一
面

も
見
せ
て
く
れ
た
。

テレビ局や番組制作会社の就職は、一般企業の就
職と同じなので、４年制大学を卒業した方が有利。

テ
レ
ビ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー

エンタメ

08  Inajin Inajin  07



vol .7T o m o k i  U b a t a

P R O F I L E

伊奈学園卒業後、武蔵野音
楽大学器楽科に入学。トラン
ペットと指揮法を学び平成３
年より現職。音楽科主任。埼
玉県吹奏楽連盟常任理事。
吹奏楽部は現在、全日本吹
奏楽コンクール全国大会出
場16回。うち金賞受賞12回
の記録を誇る。毎年、春と秋
に定期演奏会を開催してい
る。詳細は→http://www00
6.upp.so-net.ne.jp/inawin
d/index.html

卒業アルバムより

同窓会イベントにも参加
くださり、会報誌でもお世
話になりました

天皇皇后両陛下御視察
で案内役も務められました
（10周年記念誌より）

卒業アルバムより

伊
奈
学
園
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
き
た

偉
人
た
ち
を
紹
介
す
る
一
ペ
ー
ジ

今
回
は
全
国
大
会
の
常
連
で
あ
る
吹
奏
楽
部

を
率
い
る
宇
畑
知
樹
先
生
に
、伊
奈
学
園
に

対
す
る
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
伊
奈
学
園

こ
ん
な
高
校
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん

ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ど
う

ぞ
こ
ち
ら
へ

｜
｜

｜

　
合
奏
室
の
あ
る
芸
術
棟
４
階
で
に
こ
や
か
に
出

迎
え
て
く
れ
た
宇
畑
先
生
。

　
伊
奈
学
園
第
１
期
生
で
あ
り
吹
奏
楽
部
初
代

部
長
。そ
し
て
今
は
教
員
と
し
て
、ま
た
吹
奏
楽

部
顧
問
と
し
て
25
年
目
。な
ん
と
四
半
世
紀
以
上

を
伊
奈
学
園
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　「
と
に
か
く
伊
奈
学
園
が
好
き
な
ん
で
す
ね
〜

今
で
も
大
好
き
で
す
。僕
の
い
た
中
学
校
に
渋
谷

先
生（
初
代
校
長
）が
学
校
説
明
会
に
い
ら
し
た

ん
で
す
。ま
だ
名
称
も
決
ま
っ
て
な
い
そ
の
学
校
の

話
を
聞
い
て
、絶
対
入
る
！
っ
て
思
い
ま
し
た
ね
。

だ
っ
て
こ
ん
な
学
校
他
に
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

施
設
、授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、自
分
の
好
き
な
こ

と
に
自
由
に
打
ち
込
め
る
環
境
が
揃
っ
て
る
。き
っ

と
初
期
の
こ
ろ
の
卒
業
生
と
か
芸
術
系
や
っ
て
る

人
た
ち
は
み
ん
な
同
じ
気
持
ち
で
入
っ
て
き
て
る

と
思
い
ま
す
」

　
そ
し
て
吹
奏
楽
部
と
の
出
会
い
。

　「
初
代
部
長
と
い
う
こ
と
も
あ
り
全
国
大
会
に

行
き
た
い
、行
く
！
と
い
う
決
意
は
固
か
っ
た
で

す
ね
。オ
レ
に
つ
い
て
こ
い
、つ
い
て
く
れ
ば
全
国
行

け
る
か
ら
！っ
て
」

　
と
に
か
く
練
習
さ
せ
れ
ば
、た
た
き
込
め
ば
上

手
く
な
る
。そ
う
思
っ
て
い
た
部
長
時
代
。本
当
は

そ
ん
な
に
自
信
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
ワ
ン
マ

ン
ぶ
り
を
み
せ
つ
け
る
こ
と
が
部
員
を
率
い
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
教
員
に
な
っ
て
す
ぐ
、そ
の
や
り
方
に
は

限
界
が
。生
徒
た
ち
と
う
ま
く
い
か
な
い
。つ
い
て
こ

な
い
。宇
畑
先
生
は
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら

徐
々
に
生
徒
た
ち
に
考
え
さ
せ
る
や
り
方
、生
徒
た

ち
を
主
体
に
物
事
を
進
め
る
や

り
方
に
変
え
て
い
く
。

　「
話
し
合
い
で
も
と
に
か
く
聞

い
て
る
。自
分
が
言
い
た
い
の
を

グ
ッ
と
こ
ら
え
て（
笑
）。で
も
そ

う
す
る
と
ね
、い
い
結
果
に
転
が
っ

た
り
す
る
ん
で
す
よ
。例
え
ば
僕

は
絶
対
赤
、と
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
あ
る
生
徒
に
緑

が
い
い
と
言
わ
れ
て『
あ
あ
、そ
れ
も
あ
り
か
も
ね
』

と
気
づ
け
た
り
」。

　
こ
れ
が
自
分
の
や
り
方
、と

決
め
つ
け
る
こ
と
な
く
よ
り

よ
い
方
法
を
模
索
し
な
が
ら

生
徒
た
ち
と
成
長
し
つ
づ
け
て

い
る
宇
畑
先
生
。

　
そ
の
柔
軟
性
こ
そ
が
伊
奈

学
園
吹
奏
楽
部
の
強
さ
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

わ
伊
奈
学
園
吹
奏
楽
部
顧
問

宇
畑 

知
樹 

先
生

校長のあいさつで「天網恢恢疎にして漏らさず」という言葉
が口癖のように出てきたことを、今でも心に残っています。

前会長　原 雅之（１期）

掃除の時間に、管理棟前のモールをジャージ姿でモップが
けするのを見かけたことがあります。何ごとも自らが率先し
て行うのがモットーだったそうです。 川窪 葉子（２期）

校長先生のお話から、思い入れのある学校に入学できたの
だと実感しました。誇らしい気持ちになったのを思い出しま
す。 五十嵐 健二（３期）

１年生の時の校長でした。全校集会で伊奈学の創立につい
て、熱く語っていたのを覚えています。

松崎 隆（３期）

いなほ祭の第１回、あいさつの壇上で歌を披露されたとの
噂を耳にしました。同窓会役員の時に歌声を拝聴できたの
が良い思い出です。 乾 理（７期）

平成26年10月７日（火）、享年87歳
同窓会からは、村松会長と石川副会長が、通夜に参列いたしました。

■初代校長・澁谷榮次郎先生

追悼の辞にかえて

追悼の辞にかえて 開校10年目の４月に赴任され、13年目の３月定年退職され
ました。10周年の節目の時に校長を務めていただいていま
した。 会長　村松 猛（４期）

３年次の１年間しかお世話になりませんでしたが、10周年
の記念式典での姿が思い出されます。

副会長　石川 剛（８期）

生徒の目線でやさしく話しかけてくれる先生で、とても接し
やすくフランクな人柄が印象に残っています。

加藤 歩（10期）

在籍していた時に大変お世話になった校長先生でした。ご
冥福をお祈り申し上げます。

菅原 一記（10期）

文化祭のオープニングで、壇上から生徒に向けてフレーフレ
ーと応援のパフォーマンスをする姿が印象的でした。

新井 兼（11期）

平成27年４月20日（月）、享年79歳
内輪にて静かに送りたいとの御令室様のご意向により参列は見送らせていただき
ました。

■第４代校長・富田實先生

追　悼
元校長２名が逝去されました。なお、ご両家に慶弔費より供花を贈りましたことをご報告いたします。
同窓会一同、故人のご功績を偲び、謹んで哀悼の意を表します。
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monokuriはお客様の暮らし方に合わせた
サービスやデザインを提供します。オーダー家
具、店舗デザイン、リフォーム・リノベーション
など『暮らし』に関わる設計から、デザイン、
生涯設計まで考えた不動産のご提案まで、幅
広い専門知識で、お客様の『想いをカタチに
する』ことをお約束します。お気軽にお声かけ
下さい。

住所  東京都立川市柴崎町3-10-24
        システムビル301号
TEL  042-533-4632　
FAX  042-533-4633
http://www.komonzeirishi.com/hiroe/

本物のデザイナーズ住宅を、お手軽にセミオーダーで！

あなたの志事（＝しごと）を
応援します

チェックマンはクルマの
セレクトショップです

おかげさまで11周年
ＨＰでお得なクーポンＧＥＴ！

4名の建築家による住宅作品からお気
に入りをセレクト頂き、ご要望に合わせ
リメイク致します。
しかも、今までブラックボックスだった
工事原価を公開する事で、本物のデザ
イナーズ住宅を納得価格でご提供出来
ます！

旬の食材を使った素直なイタリア料理。
肩ひじ張らずに楽しめるおいしくて
リーズナブルなワイン。レストランとい
う空間を地域の方々に楽しんでいただ
きたい。そんなお店をつくりました。

株式会社 d’s house

株式会社ものくり商事

イル・モンド・ピッコロ

代表：原 雅之【1期4A・芸術】

金田俊之【5期1E・語学（英語）】

代表取締役：武井洋人【3期5I・ラグビー部】

店主：齋藤健司【5期2E・理数】

早坂拓紀【13期4Ａ】
桑原　巧【13期5B】

お客様の想いをカタチにする会社です。

住所  さいたま市浦和区東仲町8-22-3F
TEL  048-811-3310　FAX  048-811-3311
mail  info@monokuri.co.jp
http://www.monokuri.co.jp/

住所  上尾市平方4248-5
TEL  048-781-7141
営業時間  9:00～19:00
定休日  年中無休
mail  checkman@f4.dion.ne.jp
http://www.checkman.jp/

住所  さいたま市中央区上落合6-18-20
TEL  048-711-7700
mail  h431968m@ea.mbn.or.jp
http://ds-house.jp/

お客様に喜ばれるデザインを!!

名刺、印鑑、ゴム印、看板、パンフレット
等、各種印刷をしています。店内には数
名のデザイナーがおり、お客様の好み
に合ったご提案ができますので、個性
あるデザインに仕上がります。皆様の身
近に感じていただけるよう、地域密着の
サービスを心がけておりますので、ぜひ
お気軽にご相談ください。

株式会社エース広告

氏家健司【3期1I・硬式野球部】
氏家昌子【3期1J・軟式テニス部】(旧姓 秋谷）

住所  〒330-0841
 さいたま市大宮区東町2-16

TEL  048-658-0018
営業時間  10:00～19:00
定休日  日曜・祝日・第1土曜日

住所  埼玉県北足立郡伊奈町小室9819-1
TEL  048-722-2725／営業時間 11:30～
20:00（平日14時～17時中休み）売切終いアリ
（月曜定休）※祝休日の場合は営業、翌日休業
 http://www.soba-kiri.com/

長野啓江税理士事務所蕎麦きり さいとう
お気軽にご連絡、ご相談ください。メー
ルでのお問合せはＨＰよりお願いしま
す。 税理士：長野啓江（ながの ひろえ（旧姓大
塚）） 【1期5B・商業】

ＣＨＥＣＫ ＭＡＮ
チェックマンのスタッフはとにかくみん
な元気で明るい！
平成8年の開業以来、当社のコンセプト
は「女性のお客様が入りやすく安心でき
る店作り」です。 クルマのことなら当社
にすべておまかせください。 車検、鈑金、
新・中古車販売からオリジナルカーの
作成まで、お気軽にお問い合わせくだ
さい。またスタッフ募集中です。 私たち
と一緒に夢を追いかけませんか！

イタリア料理とワイン

住所  上尾市宮本町15-5 高木ビル
TEL  048-796-5668
Lunch 11:30 ～14:00（LO）
Dinner 18:00～22:00（LO）
定休日  月曜日 P3台あり

住所 さいたま市大宮区上小町1219-4
TEL 048‒644‒3322　
営業時間 11:30～14:00、18:00～21:00
定休日 水曜日
http://www.total-foods.com/

スパイスカリールー専門店が新しいカリーをご提供します

2013年11月にオープン。エナジーカリーを中心に、厳
選された６種類のルーで様々なバリエーションを楽し
んで頂けます。店舗でのイートイン（P２台あり）やデリ
バリー、通販があります。ぜひ、ご利用下さいませ。
オーナー：畠山篤士【６期６Ｌ・語学（英語）】

Energy Curry 限定屋

協賛いただきました！
このページでは、同窓会の活動を支援してくださる皆様
から協賛金をいただいています。協賛いただける方に
は、団体・法人・個人を問わず、このスペースのほか同窓
会ウェブサイトにて、ご紹介する特典があります。ご関心
のある方、詳しくは同窓会までお問い合わせください。

平成27年9月南浦和に
新店舗オープン！！

住所　〒336-0024 さいたま市南区根岸１-６-１５
TEL　048-872-0018（代）  FAX　048-872-0028

n f o r m a t i o nI
の
ら
か
会
窓
同

お
知

せ
ら

　
同
窓
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
同
窓
会
か
ら

の
お
知
ら
せ
、「
Ｉ
ｎ
ａ
ｊ
ｉ
ｎ
」バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
、同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
な
ど
を

随
時
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://inagakuen.on.arena.ne.jp

同
窓
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ

　
伊
奈
学
園
同
窓
生
の
皆
さ
ん
。同
窓
会
会

報
誌「
I
n
a
j
i
n
」は
、現
在
各
界
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
の
紹
介
、我
ら
が
母

校
伊
奈
学
園
の
ト
ピ
ッ
ク
、同
窓
会
が
主
催

す
る
活
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
満
載

し
て
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
送
付
し

て
い
ま
す
。今
後「
I
n
a
j
i
n
」に
取
り

上
げ
て
も
ら
い
た
い
情
報
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
伊
奈
学

園
同
窓
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

会
報
誌
は

皆
さ
ん
の
情
報
も
掲
載
し
ま
す

自 平成27年4月1日　至 平成28年3月31日  （単位：円）

科　目 予算額 備　考

Ⅰ 収入の部

会 費・ 入 会 金 収 入 4,000,000 入会金5,000円×29期約800名＋利息

会 報 誌 広 告 料 収 入 70,000 広告料10,000円×5件、5,000円×4件

そ の 他 収 入 5,000 寄付金、預金利息

会報誌継続購読料繰入収入 516,573 6,000円/106名＋振込手数料

当 期 収 入 合 計（ Ａ ） 4,591,573

Ⅱ 支出の部

１ 運営費

会 議 費 100,000 会場費、会議飲み物代、案内送付費、他

庶 務 費 100,000 決算書作成費、振込手数料、残高証明書料、他

交 通 費 50,000 会議交通費、他

ウェブサイト維持管理費 870,000 レンタルサーバ代、ウェブサイト構築費

慶 弔 費 450,000 卒業時記念品、他

備 品 費 50,000 トナー代、コピー用紙代、他購入費

物 品 保 管 費 10,000 備品、他保管費

小 計 1,630,000

２ 事業費

会 報 誌 制 作 費 800,000 Inajin vol.37 制作運営経費

会 報 誌 等 印 刷 費 702,000 Inajin vol.37、未来へのはがき印刷費

会 報 誌 通 信 費 1,633,000 Inajin vol.37 郵送代

い な じ ん 交 流 事 業 費 90,000 いなじん交流会×2回

H C P 事 業 費 350,000 会議費、スタッフ参加費、案内郵送費、会場費

記 念 事 業 費 200,000 講師謝礼、備品費、案内印刷費

年 次 活 動 支 援 事 業 費 500,000 助成金50,000円×29期×0.34、他

部 活 動 支 援 事 業 費 300,000 全国大会出場部活への支援

会報誌継続購読返金（過年度分） 496,573 会報誌継続購読料返金　6,000円×106人

会報誌継続購読返金振込手数料 20,000 会報誌継続購読料返金 振込手数料

小 計 5,091,573

３ 予備費 3,081,210 差額を計上

当 期 支 出 合 計（ Ｂ ） 9,802,783

当期収支差額（Ａ）ー（Ｂ） ▲ 5,211,210

前 期 繰 越 収 支 差 額 5,211,210

次 期 繰 越 収 支 差 額 0

上記の通り提案いたします。　� 2015年６月21日
埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会　会長　村松�猛

自 平成26年4月1日  至 平成27年3月31日  （単位：円）

科　目 予算額 流用額 決算額 備　考

Ⅰ 収入の部

会 費・ 入 会 金 収 入 4,000,000 4,108,330 卒業生入会金＋利息

会 報 誌 広 告 料 収 入 70,000 70,000 広告料

そ の 他 収 入 5,000 8,755 預金利息

会報誌継続購読料繰入収入 523,005 6,216 6,000円×1名＋振込手数料

当 期 収 入 合 計（ Ａ ） 4,598,005 0 4,193,301

Ⅱ 支出の部

１ 運営費

会 議 費 100,000 14,800 会場費、会議飲み物代

庶 務 費 100,000 58,104 決算書作成費、振込手数料、他

名 簿 維 持 管 理 費 0 0 名簿補正・維持管理、他

ウェブサイト維持管理費 70,000 51,720 レンタルサーバ代、他

慶 弔 費 450,000 484,470 卒業時記念品、他

備 品 費 50,000 6,020 備品、他購入費

物 品 保 管 費 10,000 0 備品、他保管費

小 計 780,000 0 615,114

２ 事業費

会 報 誌 制 作 費 740,000 648,000 Inajin vol.36 制作運営経費

会 報 誌 等 印 刷 費 654,000 631,800 Inajin vol.36、未来へのはがき印刷費

会 報 誌 通 信 費 1,502,000 1,399,850 Inajin vol.36 郵送代

い な じ ん 交 流 事 業 費 90,000 37,000 いなじん交流会

H C P 事 業 費 50,000 0 会議費及びスタッフの参加費等

記 念 事 業 費 200,000 29,406 「先輩と夢を語ろう」講師他懇親会費

年 次 活 動 支 援 事 業 費 500,000 65,000 助成金

部 活 動 支 援 事 業 費 300,000 50,000 全国大会出場部活への支援　

会報誌継続購読返金（過年度分） 513,005 6,000 会報誌継続購読料返金 6,000円×4名

会報誌継続購読返金振込手数料 10,000 216 振込手数料（会報誌継続購読料返金）

小 計 4,559,005 0 2,867,272

３ 予備費 2,839,295 0 0

当 期 支 出 合 計（ Ｂ ） 8,178,300 0 3,482,386

当期収支差額（Ａ）-（Ｂ） ▲ 3,580,295 0 710,915

前 期 繰 越 収 支 差 額 4,500,295 4,500,295

次 期 繰 越 収 支 差 額 920,000 5,211,210

上記の通り報告いたします。� 2015年６月21日
埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会　会長　村松�猛
監査の結果適正なものと認めます。� 2015年６月21日�
埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会　監事　後藤�昌弘

2015年度 埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会 予算（案）2014年度 埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会 決算報告

同　窓　会　会　計
伊奈学園同窓会の 2014 年度決算報告および 2015 年度予算（案）は以下のとおりです。
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総   会

理　事

会 長
村松 猛

HR代表者

四役会

理事会

会則改正検討委員長
城口 敦弘

ウェブサイト維持管理委員長
加藤 歩

年次活動推進委員長
田中 健一

会員名簿維持管理委員長
浜野 絢也

畠山 篤士 石川 剛
副会長

監事
後藤 昌弘　菊地 則夫

会 計
船﨑 多美子

先輩と夢を語ろう実行委員長
濱野 拓也

会報誌制作委員長
早坂 拓紀

ホームカミングパーティ運営委員長
小村方 健

いなじん交流推進委員長
畠山 篤士（兼務）

同窓会30周年記念事業実行委員長
村松 猛（兼務）

専門委員長

総
会
の
お
知
ら
せ

皆
さ
ん
の
個
人
情
報
は

安
全
に
管
理
し
ま
す

　
今
年
も
学
園
祭
期
間
中
に
定
期
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。学
園
祭「
い
な
ほ
祭
」の
２

日
目
で
す
。皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
近
年
、個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
世
間
の
関

心
が
高
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
H
R
代
表
者

に
の
み
提
供
し
て
い
ま
し
た
H
R
名
簿
に
つ

い
て
も
見
直
し
を
行
い
、以
下
の
通
り
運
用
を

見
直
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

例
　
あ
な
た
の
H
R
で
同
窓
会
を
企
画
し

　
　
た
と
し
ま
す
。

①
幹
事
の
方
は
同
窓
会
宛
に
メ
ー
ル

（ask-info@
inagakuen.on.arena.ne.

jp

）で
あ
な
た
の
氏
名
、学
籍
番
号
、卒
業

（
入
学
）年
、H
R
、同
窓
会
を
し
た
い
旨
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

②
同
窓
会
で
本
人
確
認
後
、幹
事
様
へ
H
R

の
名
簿
把
握
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
幹
事
様
は
人
数
分
の
往
信
の
宛
先
欄
以

外
の
す
べ
て
を
記
入
し
た
往
復
は
が
き
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
同
窓
会
担
当
者
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

④
い
た
だ
い
た
往
復
は
が
き
に
差
出
人
を

印
刷
し
て
同
窓
会
か
ら
発
送
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
H
R
代
表
者
の
み
で
は

な
く
同
窓
生
の
皆
様
に
提
供
い
た
し
ま
す
。

や
り
取
り
の
手
順
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
日

数
に
余
裕
を
も
っ
て
計
画
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

き
り
と
り
線

■ご住所

■氏　名

■学籍番号

〒 ̶ 都 道
府 県

（ふりがな）

■ご希望の項目に　印を入れてください
□ 同窓会30周年記念事業のお手伝い希望
□ 「 I n a j i n 」出演希望希望
□ 「 I n a j i n 」制作スタッフを希望
□ 住所変更を希望　※下記に新住所をご記入ください

□ 「定期購読制度」廃止について連絡を希望
□ 「 I n a j i n 」の個別郵送停止を希望

■連絡先

（　　　　　　） ̶

※ご記入いただいた個人情報は伊奈学園同窓会が厳重に管理し、会報誌の発送、ご
要望についての連絡以外の目的には使用いたしません。

（旧姓：　　　　　）

※学籍番号をお忘れの方は、入学年、卒業年、
　もしくは生年月日をご記入ください。

電話番号

メールアドレス

※下記の連絡方法（電話もしくはメール）よりご希望の方法に、ご記入ください。

●入 学 年：　　　  年　●卒業年：　 　年
●生年月日：　　 　 年　　 　 月　  　　日

き り と り 線

年
次
活
動
の

補
助
金
制
度
に
つ
い
て

同
窓
生
が
交
流
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
ま
す

　
同
窓
会
で
は
、会
員
の
皆
さ
ん
の
交
流
を

よ
り
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、「
年
次

活
動
補
助
金
制
度
」を
設
け
て
い
ま
す
。各

（
卒
業
）年
次
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
同
窓
会
か

ら
一
定
額
を
支
給
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、年
次
ご
と
に
代

表
１
名
・
副
代
表
２
名
を
お
き
、理
事
会
に
出

席
し
て
頂
き
ま
す
。事
前
の
活
動
計
画
、事
後

に
活
動
結
果
の
報
告
・
参
加
者
全
員
が
入
っ

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
は
卒
業
後
10

年
を
迎
え
る
皆
さ
ん
に
、久
し
ぶ
り
に
再
会

今
年
も
在
校
生
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　
今
年
も
在
校
生
と
卒
業
生
を
つ
な
ぐ
企
画

　「
先
輩
と
夢
を
語
ろ
う
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
企
画
は
毎
年
先
生
方
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、後
援
会

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
多
数
の
卒
業
生

が
学
校
に
伺
い
伊

奈
学
を
卒
業
後
ど

の
よ
う
な
生
き
方

を
し
て
い
る
の
か

在
校
生
と
語
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う

企
画
で
す
。

　
7
回
目
と
な
る

今
年
は
昨
年
と
同

様
の
開
催
方
法
で

あ
る
2
部
制
で
行

い
ま
す
。1
部
で

は
先
輩
全
員
の
話

を
一
通
り
聞
い
て

も
ら
い
、2
部
で

は
1
部
で
興
味
を

も
っ
た
先
輩
と
じ
っ
く
り
話
し
て
も
ら
う
と

い
う
形
で
す
、在
校
生
・
卒
業
生
に
と
っ
て
も

有
意
義
な
時
間
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、後
輩
た
ち
に
話
し
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
る
卒
業
生
の
皆
様
、伊
奈
学
園
同
窓
会
Ｈ

Ｐ
か
ら
ぜ
ひ
ご
応
募
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
19
日（
木
）15
時
〜

 

 

　
担
当
　
濱
野（
24
期
）

た
写
真
の
提
出
の
ほ
か
、同
窓
会
H
P
で
の
イ

ベ
ン
ト
告
知
・
募
集
を
行
う
の
が
決
ま
り
で

す
が
、
10
名
以
上
の
参
加
が
あ
れ
ば
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、年
次
活
動
推

進
委
員
長
の
田
中
ま
で
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
2
0
1
1
年
よ
り
、同
窓
会
会
員
が
新
た
な

交
流
を
図
る
新
企
画
と
し
て「
い
な
じ
ん
た

ま
り
Ｂ
ａ
ｒ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
世

代
や
業
種
を
超
え
〝
伊
奈
学
〞
の
キ
ー
ワ
ー

ド
だ
け
で
集
ま
っ
た
同
窓
生
が
、不
思
議
で

楽
し
い
交
流
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ゆ
る
〜
く
、強
く
」
。
ゆ

る
〜
く
集
ま
っ
て
、ゆ
る
〜
く
飲
ん
で
、強
く

つ
な
が
っ
て
い
く
！
　
気
軽
に
く
つ
ろ
げ
る

自
由
な
〝
た
ま
り
場
〞
を
目
指
し
ま
す
。

　
年
2
回
ほ
ど
の
不
定
期
開
催
で
す
が
、同

窓
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」で
告

知
し
ま
す
。肩
ひ
じ
張
ら
ず
気
軽
に
参
加
で

き
る
集
ま
り
で
す
。皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

同窓会
組織図

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
で

仲
間
と
再
会
し
ま
し
ょ
う
！

日
時  

2
0
1
5
年
9
月
6
日（
日
）13
時
〜

場
所  

伊
奈
学
園
外
国
語
棟（
2
ハ
ウ
ス
）3
階

参
加
資
格
　
伊
奈
学
園
を
卒
業
さ
れ
た
す
べ

て
の
皆
さ
ん

議
案
 
2
0
1
4
年
度
決
算
・
活
動
報
告
、

 

2
0
1
5
年
度
予
算（
案
）・
活
動
計
画（
案
）、

 

2
0
1
6
年
度
予
算（
案
）・
活
動
計
画（
案
）、

 

組
織
人
事（
案
）、他

す
る
機
会
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。今
年
度

は
19
期
生
が
対
象
で
す
。

日
時
　
平
成
27
年
10
月
17
日（
土
）午
後
3
時

〜
6
時（
午
後
2
時
30
分
〜
受
付
開

始
）

会
場
　
J
A
C
K
大
宮
18
階 

中
国
料
理 

東

天
紅

　
詳
細
は
随
時
、伊
奈
学
同
窓
会
H
P
に
掲

載
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。た

く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

http
://ina

g
akuen

.on
.arena

.ne.-

jp/event/2015/07/19obog.htm
l
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